
令和６年度大学院入学試験 筆記試験代替問題

（前期募集）

教育実践高度化専攻
学校教育実践研究コース

（学校経営・学校心理領域）

１ 筆記試験に代えて評価する項目をあらかじめ設定し、口

述試験の中で試問するものです。なお、以下のとおり試問

を行いました。

以下の３問から１問を選び、10分以内で解答を考えなさい（その際、適宜メモ用

紙を使用して良い）。その後口頭で解答を求めます。

問題１

現行の学習指導要領では育成すべき資質・能力として「三つの柱」が打ち出さ

れた。この「三つの柱」の内容と意義を説明しなさい。（教育学）

問題２

学級担任制と教科担任制について、それぞれの長所と短所を挙げなさい。そし

て、小学校に教科担任制を導入する場合、どのような点に注意する必要があるか、

あなたの考えを述べなさい。（教育学）

問題３

児童生徒は、学級という集団の中で同年齢の他者と友人関係をつくり、学習活

動などの様々な活動を行う。こうした学級経験がもつ児童生徒にとっての意義と

問題点を述べなさい。（心理学）

２ 学生募集要項「７ 入試方法」では、筆記試験に代えて

評価する項目に関して、以下のように記載しています。

筆記試験に代えて、教育学または心理学の基礎的な知識

及びコースにかかわる専門分野についての研究内容に関し

ても試問する。

※ 試験当日は、上記の内容について試問を行いました。


